
 

 

 

原子炉容器下部プレナムへの溶融炉心の落下挙動について 

 

 格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」における

溶融燃料質量の推移は第一図のとおりであり，事故発生約 2.5 時間後に下部プ

レナムへの溶融燃料の落下が開始し，約 3.3 時間で全ての溶融燃料が下部プレ

ナムへ落下している。 

 

 

第 1 図 溶融燃料の質量の推移 
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